











































































































































































































































































ルチトレー サー スクリー ニングだからこそ得られた成果である｡この結果からまた新たな展開が始まる。
我々 もMnの軸索輸送を検討することとなった｡我々 は,この課題について単一トレー サー 54Mnによ
る検討と微量Mnを利用するMRIの検討を開始している｡いずれの時間においても尾静脈投与では均
一な弱い放射能の分布しか確認されなかったが,眼球投与では局在した強い放射能の分布が観測さ
れた｡眼球投与12,24,48時間後においては視神経や視交差視索,視覚神経路の投射先である上
丘,外側膝状体に限局したA血の分布が観測された｡しかし,7日後では投与後早い時間では観測さ
れなかった大脳皮質でも分布が観測された｡この大脳皮質の分布は,視覚野の存在する後頭部に前
頭部よりも強い放射能が観察された｡いずれの時間においても,投与側の反対側において強い放射
能が観測された｡投与後48時間暗室飼育した場合でも,放射能の分布は通常飼育した場合と変化は
なかった｡このような反対側に優位な型Mnの放射能の分布は,ｱﾙビﾉﾗｯﾄの視交叉における視神経
の交差の比が,等分でなく交差分が多いという事実を反映していると考えられた｡また,投与後7日で
左右差を保ったまま1次視覚野の存在する後頭部の大脳皮質が前頭部よりも優位な放射能の分布を
示すことから,Mnはシナプスをこえて輸送がされていると考えられた。
眼球投与および鼻孔投与されたMnの脳への直接輸送の描出はMn強調MRI法においても下図の
ように観測された｡Mnの医療応用の将来性を示唆するものである。
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これらの成果の一部は,次の発表論文に記した｡以下に,論文名とページを示す。
1．Multitracerscreeninghrinvivoelement-elementinterrelations・PartI:Uptakeof54Mn,48Sc,58Co,
59Fe,65Zn,75Se,83Rb,85Srand88ZrbybrainandotherorgansofmicebredunderMn-dencient,-adequate
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・○・・・・・・・・・・・・・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・25
4.Elementalconcentrationofmanganeseandpotassiuminbrainandotherorgansoffetal,suckingand
developmentalmice…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・｡。・・・・・・・・・・31
Re夢Onaldistributionofmanganese,iron,copperiandzincintheratbrainduringdevelopment5．
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。・・37
6．
7．
8．
Regionaldistributionofmanganese,iron,copper,andzincinthebrainsof6-hydroxydopamine
inducedparkisonianrats
・・・・・・・・・・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。。。｡・・・61
MultitracerscreeningBraindeliveryoftraceelementsbyeightdifferentadministrationmethods.
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。・・・・・・・。・・・・・・・・SS
AxonaITransportofRubidiumandThailiumintheOltctOⅣNerveofMice
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。。・・・・・・・・・・・・・・・10g
各論文における個別の成果は,上記論文の本文を参考にしてほしい。
今後,脳局所の遷移金属濃度分布およびその生物無機化学は脳研究の基盤研究として重要
になってくる｡その時,本科学研究成果が参照されると確信している。
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